
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

1 

 

平成 24 年 8 月 27 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

研究成果の概要（和文）： 

本研究は、インターネットを介して、海外の大学と連携し、国際間の新しい語学教育方法を探

ることを目的としている。具体的に下記の２つのテーマからなる。 

（１）インターネットを利用して、海外の大学における日本語学習者と、日本の大学における

中国語学習者に対する授業方法に関する研究、（２）インターネットを利用して、海外の大学に

対する日本語教材の提供を行う方法、および評価を行う方法に関する研究。研究成果として、

（１）に関して、4 年間海外の大学と実際に協働講義を開催し、各種の協働作業による授業活

動を開発し、評価を行い、よりコミュニカティブ的な言語教育法では、良い結果が得られるこ

とが分かった。（２）に関して、実際に言語教材を開発し、海外の日本語学習者に利用してもら

い、評価を行い、利用後のテストでは、高い評価点が得られた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The investigative purposes of this project are researching for cooperating with outboard university in 

new language education method via INTERNET.  There have two approaches, (1) A new real time 

language lesson type for Taiwan’s Japanese learner and Japan’s Chinese learner via INTERNET.  (2) 

Apply Japanese web material for outboard Japanese leaner via INTERNET.  For project (1) we do a 

real time language lesson for Japanese leaner and Chinese leaner and tried several cooperated language 

activities for the lesson.  For project (2) we developed 30 conversations as Web material and do a half 

year evaluation via INTERNET.  
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 １．研究開始当初の背景 

 

コンピュータの著しいダウンサイジング

およびネットワークの急速なブロードバン

ド化により、国内外の区別なく、ネットワー

クを介した学習環境を構築し、これを個人の

パソコンで利用する環境が整備されてきた。

ネットワーク環境を利用した語学教育に関

する研究も盛んに行われきており、近年は大

きく二つの研究の流れがある。一つは、CSCL

を中心にコンピュータ・ネットワークを介し

て学習者間のコミュニケーションを円滑に

行う協調学習であり、離れた場所にいる講師

と受講者を結び付けてより現実に近い学習

環境を提供する。我々は、特色ある大学教育

支援プログラムへの参加を通して本学に遠

隔講義教室を構築し、多くの国と連携した遠

隔講義を実施してきた。その際、コミュニケ

ーションという視点からみた国際間のネッ

トワーク帯域は、実用レベルに達してきたこ

とを確認した。たとえば今回研究に協力いた

だいた台湾との授業を例とするならば、本学

の中国語専攻の学生および台湾日本語専攻

の学生に、よりよい言語運用環境を提供する

ために、単に講義の一形態としての利用やネ

ット上の討論会にとどまらず、両大学で共通

のカリキュラムを策定し共同の講義を行う

実現性を探るものを目的としている。本研究

は、大学と連携し、カリキュラムの検討を含

め、「日本語・中国語語学協働授業」の開催

を目指す。 

 

もう一つは、長い歴史のある自学自習の

CALL 教材の開発について、新たな手法を開

拓する研究である。最近では、LMS による

教材提供の形態である CALL 教材の研究開

発が主流となってきた。CALL教材の開発は、

言語教育と教育工学、情報工学など各分野の

専門家による共同作業が必要であり、利用者

の学習目的・学習方法によって教材内容・利

用方式なども変わる。これらの教材開発の特

徴として、教材データの概念を用いて、学習

目標に応じて教材を自動生成する教材作成

方法を確立している。この方法を適用して、

言語学習における 4 つの技能に結びつけた語

学教材を開発し評価を行ってきた。また、従

来開発された教材は日本国内の留学生を対

象とした専用の内容であったり、学習者を限

定しない汎用的な教材が多かった。これに対

して、昨今のインターネット環境においては、

海外の多くの地域に直接教材を提供するこ

とができるようになり、同時に日本語を学習

したいニーズが海外に多くあることが認識

されているが、海外の日本語学習者に適した

教材が尐ないのが現状である。我々は、日本

国内よりも格段に需要の多い、海外の日本語

学習者向けに、従来の日本国内の学習者向け

のものとは異なる視点に立った教材を開発

し、世界向けに発信することを目的としてい

る。その為に、海外の学習者の学習状況を「ビ

ヘイビアログ」として取得し、学習者が日本

語を学ぶうえで、どのように資料を読み、反

復練習を行い、教材を閲覧するかの行動を把

握し、日本語学習のどこでつまずくのか、ま

た、それを改善するにはどうしたら良いかを

検討するに資する情報を採取し、それを教材

に反映させる一連の手法を確立する事を目

的としている。 

 

２．研究の目的 

  

本研究は、インターネットを活用して、海外

の大学と連携して共同で新しい語学教育方

法を探ることを目的としている。多くの国と

の間で音声・画像の通信のネットワーク帯域

は、語学教育に充分に利用可能なレベルに達

したとの認識の下に、ネットワークを介した

語学教育の方法について探るものである。具

体的に大きく下記の 2 テーマに分けられる。 

 

(1) インターネットを利用した国際間の語

学協働授業方法に関する研究 

(2) インターネットを利用した海外の日本

語学習者のニーズにあった教材の提供・評価

に関する研究 

 

(1) は、具体的には日本語を専攻とする中

国人学習者と中国語を専攻とする日

本人学習者との間でインターネット

上のコミュニケーションツールを用

いて共同で行う遠隔協働授業の実施

に関する研究である。本研究では、時

間を区切ってそれぞれの母語で議論

する活動を通してお互いに教えあい、

また多数の通話チャネルを追加して

学生同士で複数のペアを組んで、相互

に母国語を勉強しあう。加えて、その

過程を記録して復習する事で学習効

果を高める e-Learning 環境を提供す

ることによって、今までにない語学教

育環境を実現するものである。 

(2)  

(2)は、e-learning システムを通じて海外の

日本語学習者に直接日本語教材を提供する

ことを目的としている。これは、海外の多く



 

 

の日本語学習者のニーズにあわせた音声・動

画を含めた教材を提供するための研究であ

る。本研究では海外の教員と共同で、ビヘイ

ビアログ調査による学習者のアクセス履歴

の分析を行い、海外学習者の学習パターンを

解析することで e-Leaning語学教材に新しい

見地を提供することを目的としている。 

３．研究の方法 

  

本研究の取り組み内容は、インターネット上

における、語学教育の(1)語学遠隔協働授業方

法の実現、(2)海外の日本語学習者のニーズに

あった日本語教材への提供である。それぞれ、

(1)遠隔協働授業の共通カリキュラムおよび

授業進行方法の制定、実際の授業開催および

評価、 (2)については更に細分化して-①台湾

の日本語学習者ニーズ調査、②ビヘイビアロ

グ取得可能なシステムと教材開発、③ビヘイ

ビアログ記録・調査のための e-Learning シ

ステム機能追加、で構成される。これらの研

究方法は、下記のとおりである。 

 

(1)語学遠隔協働授業方法の実現 

平成 20 年度に海外研究協力者と共通カリ

キュラムおよび進行方法を策定し、平成 21

年度から 23 年度にかけて実施した。本授業

の特徴は、学習者が相互に学びあうところに

ある。3 回の授業を１ターンとし、各ターン

の学習目標を制定する。その学習目標は、テ

レビ会議システムの討論議題・利用が想定さ

れる語学の文法・語彙内容の決定、１対１コ

ミュニケーションする際、学生に与えるタス

ク（任務）などの内容に基づいて定める。ま

た、評価のために学生が１対１で行うコミュ

ニケーションの内容を録音し、この録音デー

タを e-Learning システムで採取して講義の

参加者で共有する。そして、お互いに日本語

と中国語での会話内容をディクテーション

して、お互いに校正しあう。そのための

e-Learning システムの機能を設計する。評価

日期 活動内容 課題 

10/25 グループディスカッション 料理作りの録音・

ディクテーション 

課題 1 回目 
テーマ：食文化 

プレゼンテーションの準備 

11/1 ビデオ会議室システムによる発表（発表者） Skype 会話のディ

クテ Skype による 1 対 1 会話および録音・テーマ：食文化 

終了後の作業：会話のディクテーション（中国語・日本語） 

11/8 クラス全員でディクテーションした内容を E-learning 上に公開し、お互

い添削 

料理作りの録音・

ディクテ 

表 1 評価 1 年目の授業内容 

日期 活動内容 課題 

10/15 調査テーマを決定し、アンケート作成  ターゲット言語アンケー

ト質問練習 日本人同士でアンケート採取（ローテーション） 

10/22 Skype による相手学生のアンケート採取（ローテーション） データの整理と文化比較レ

ポート作成 

  お互いレポート添削・公開 

12/3 ビデオ会議システムによる文化比較レポート報告  

表 2 評価 3 年目の授業内容 

 内容 動作 

EP1-1 会話の概略をつかむ 会話を聞きながら聞き取れた単語とフレーズを選択 

EP1-2 内容を想像しよう 単語とフレーズで、内容を想像して入力 

EP1-3 会話の重要な機能を覚えよう 機能シラバスに基づいた会話の機能を練習する 

EP2-1 
単語とフレーズを覚えよう 単語とフレーズを学習する。再生録音ボタンにより、自分

の発音をチェック 

EP2-2 内容を理解しよう 「質問・ヒント」形式で学習者に会話を聞き、返答する。 

EP2-3 重要表現を勉強しよう 質問方式による重要表現を学習する。 

EP2-4 音声になれよう 再生録音ボタンによる文の学習 

EP2-5 練習問題 単語とフレーズのディクテーション 

EP3-1 会話を並べよう ターン単位で会話内容を並べ替える 

EP3-2 会話練習しよう ロールプレイの会話練習 

表 3 エピソードの内容とその動作 



 

 

に関して、主に学生のアンケート調査および

インタビューで行う。 

 

ここでは、表 1 に評価の 1 年目、表 2 に 3

年目の授業活動内容を示す。1 年目の活動内

容は発表、討論・録音、内容ディクテーショ

ンを中心とした内容で、表現の正確さを追及

した内容である。これに対して 3 年目の方は、

知りたいこと（インフォメーションギャッ

プ）をアンケートの形で調査し（選択権）、

比較レポートを作成して発表する（内容によ

る相手へのフィードバック）で構成されたも

ので、コミュニカティブ・アプローチ教授法

に沿った内容とした。 

 

 (2)海外の日本語学習者のニーズにあった日

本語教材への提供 

 我々は、電子化教材を含め、今まで多くの

日本語教材を開発してきた。その電子化教材

の特徴として、教材データの概念を導入し、

教材ページ作成スクリプトを用いて、教材ペ

ージデザインのテンプレートに適用して実

際の語学教材を作成する。平成 20 年度は、

本校と海外の日本語教育者にアンケートを

調査し、学校日本語教育の教材に対するニー

ズを調査する。そのニーズに実際の教材内容

を決定し、テスト教材を試作する。その際、

必要に応じて今まで作成してきた教材デー

タに、新規データを追加することで、十分に

対応可能と考えられる。また、電子教材の設

計にあたり、ビヘイビアログの仕様を決定し、

生成する教材に埋め込む。 

平成 20 年度においては、海外の教員と教

材内容を決定し、教材を作成した。平成 22

年から 23 年にかけて、実際に評価を行いな

がら、内容を修正した。評価するにあたって、

学生のアクセスログを中心に、利用後のアン

ケートおよび教師の所見によって構成した。 

本教材の作成にあたって、精緻化理論の手

法を採り入れた。精緻化理論とは、アメリカ

のインディアナ大学のチャールズ・ライゲル

ース博士により提唱されたもので、より効果

的に学習目標を達成するための理論である。

これは、古くから用いられてきた行動主義学

習理論に基づいた教育法で学習目標を達成

するうえで、目標を仔細に分析し、上位目標

や下位目標を見出して階層的に目標を配置

して、学習者は下位目標から上位目標へ学習

を進めていくものである。各目標は相互に関

連性を持つことから、目標を分析して適切に

準備することで、より効果的に学習目標を達

成するための道筋を示す必要があるが、行動

主義学習理論において目標分析の手法をも

とに、小さな目標から大きな目標へ発展させ

ていく学習目標のシーケンシャル手法を、そ

のまま自習用の教材に適用した場合、最後ま

で学習しないと目標が達成できないという

点で、学習者のモチベーション維持が困難で

あるという問題があった。精緻化理論では、

エピソードという概念を導入し、数個のタス

クで構成されたエピソードを一つの完結し

た学習目標とし、数個のエピソードを完結さ

せることで最終学習目標を達成させるシー

ケンシャル手法を採る点で、自習用教材とし

て適している。この手法の特徴は、一つのエ

ピソードがそれぞれ完結し、エピソードをこ

なすことである程度まとまった学習目標を

達成することにある。そして上位のエピソー

ドは、さらに複雑なタスクで構成され、さら

に難しい学習目標を達成することになる。 

今回作成したのは、機能シラバスをもとに

した日本語教材である。ここでは会話訓練を

目標とする事例について説明する。自然な会

話能力の習得を達成するため、会話学習を下

記の３つのエピソードに分ける。 

 

1. 概略な理解 目標：会話の概略理解と機

能会話の習得 

2. 詳細な理解 目標：会話内容の詳細な理

解 

3. 会話練習  目標：会話練習 

 

表 3 にエピソードの各ページの内容と、ペ

ージアクセスに伴う動作を示す。概略の理解

の段階で、この会話の全体像を把握させたう

えで、テーマとなる会話の音声を聞かせて、

単語とフレーズを提示し、どの様な会話であ

るかを学習者が自らの頭で連想・理解させる

ものである。また、このエピソードを完結さ

せるために、まず機能シラバスに基づいた文

を練習する。続いて詳細な理解の段階では、

より詳細な単語とフレーズを学習し、さらに、

会話内容の理解において、三ランドシステム

による聴解の訓練方法である「質問→ヒン

ト」方式で学習者に自分で正解を考えさせる

方法をとった。会話機能の練習も同じく「質

問→答え」形式で行う。最後に、文の意味を

表示したページを参照しながら、再生録音機

能を使って、全文を学習して、提示された学

習内容の詳細についての理解を目指す。エピ

ソード 3 では、会話練習の遂行を目指す。

EP3-1 では、まずターン単位で組み立て直す

練習で、会話文を組み立て、次にロールプレ

イで会話練習を行う。 

 

４．研究成果 



 

 

  

(1)の語学遠隔協働授業方法の実現について、

我々は、3 年間にかけて遠隔授業を開催し、

アンケート調査を行った。ここでは、評価の

1 年目と 3 年目の最後の授業に ARCS モデル

でアンケートを採取した。結果を表４にまと

める。 

 

表 5 のとおり、全般的学習者から本講義に

対して、非常に魅力的であり（注意喚起）、

チャレンジ精神をよびおこし、やりがいがあ

り（関連性）、満足感を得られる（満足感）。

一方、外国語を話す自信の項目に関して、1

年目では、有意差が見られなかったものの、

3 年目では、有意差があることがわかった。1

年目では、録音、ディクテーションなどを通

じて、言語の運用方法の適正化にウエイトを

おき、表現の正しさを追求したものであるの

に対し、3 年目は、自分でテーマを決定し、

調査を行ったうえで、互いの相違点に注目す

る会話内容に重点をおき、よりコミュニカテ

ィブ・アプローチ的な活動に変更したことか

ら、このような結果につながったとも考えら

れる。3 年目には、また、言語能力に関する

アンケートを行った。質問内容とその結果を

表５に示す。 

 

 表５に示した通り、言語学習に対する評価

として、全般に良い結果が得られた。中でも

3 番の「相手の国についてもっと理解したい」

と 5 番の「自分の語学の勉強に参考になる授

業」の言語学習に継続性をもたせられたもの

について、4 以上の評価点を得られた。一方、

言語能力に関する質問項目では、ひとつの講

義ごとに、リスニング能力とスピーギング能

力、ライティング能力ともに高い評価点を得

たことから、非常に好ましい結果を得たと考

える。一方、一番評価点が低かったのは文法

能力の向上についてであるが、必ずしも文法

にとらわれず、表現の正確さより意思疎通に

ウエイトを置いた内容であるから、この結果

は妥当であると考える。 

 

 単語 聴き取り 合計 

前 14.5 21.8 36.3 

後 24.9＊ 39.2＊ 64＊ 

表６ 成績評価  ＊1% 

 

 (2)海外の日本語学習者のニーズにあった

日本語教材への提供について、我々は、教材

を e-Learning システムに配置し、海外の大

学 1 クラスを利用してもらった。利用する前

に、単語および聴き取りのプリテストを行い、

教材利用後に、もう一度同じ問題でテストを

行った。その結果を表６にまとめる。表に示

す通り、利用後の成績評価が利用前よりも、

ARCS 

項目内容 

質問 

項目 
内容 

注意喚起 
1 あなたにとってこの授業は、魅力的だった? 

2 このタイプの授業はおもしろかった? 

関連性 
3 この授業では、やりがいがあった？ 

4 この授業では、あなたのチャレンジ精神がくすぐられた？ 

自信 5 この授業によって、あなたは外国語をしゃべることに自信をついた？ 

満足感 6 あなたにとって、この授業で満足感を得られた? 

表４ 質問項目と ARCS モデルの関係 

  2007年 2009年 

質

問

項

目 

平均値 

5段階尺

度 

5段階尺度を 3段階

尺度変換集計 

3段階尺度に対す

る χ^2検定結果 

平均値 

5段階尺

度 

5段階尺度を 3段階

尺度変換集計 

3段階尺度に対す

る χ^2検定結果 

肯定

的 

中立 否定

的 

肯定

的 

中立 否定

的 

1 4.86  7 0 0 肯定>中立=否定 ** 4.38  8 0 0 肯定>中立=否定 ** 

2 4.86  7 0 0 肯定>中立=否定 ** 4.75  8 0 0 肯定>中立=否定 ** 

3 4.71  7 0 0 肯定>中立=否定  ** 4.88  8 0 0 肯定>中立=否定  ** 

4 4.29  6 1 0 肯定>中立=否定 * 4.57  7 1 0 肯定>中立=否定 ** 

5 3.00  1 5 1  -- 4.13  6 2 0 肯定>中立=否定 ** 

6 4.29  7 0 0 肯定>中立=否定 ** 4.75  7 0 0 肯定>中立=否定 ** 

 ** 1%     * 5% 

表 5 ARCS モデルによる評価１年目と３年目の比較 



 

 

76%よりも高かったことがわかった。 

また、今回利用している e-Learning シス

テムでは、ビヘイビアログの機能を持ち、学

習者の細かい教材利用方法を調査すること

が可能である。例えばページ EP1-1 では、学

習者が動画を再生して以後、実際に単語・フ

レーズリストをチェックしているか、あるい

は、EP2-2 において学習者は、どのようにヒ

ント情報を利用しているか、などを取得する

ビヘイビアログを導入した。ビヘイビアログ

とは、ユーザが特定のページにアクセスした

際、そのページ内のオブジェクトのうち、い

つ、どれを、どの程度の時間参照したか、ま

たどの様にページを繰っていったのかを記

録するログのことである。このログを観察す

ることで学習者がどのように教材を利用し

たかを知ることができる。本ログを利用する

ことで、学習者は、どのようなタイミングと

どのような順番に教材をアクセスしたかを

解析することで学習者の理解度が想定でき、

最終的な試験等、他の学力測定手段と組み合

わせる事で挙動と理解度の相関を調べる事

ができる。今回は、これらの膨大なデータを

採取しており、これらのデータをさらに解析

して、そこから得られた結果をフィードバッ

クする事で、よりよい教材の作成に資したい

と思う。 
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